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定
例
会
関
係

令和４年 第３回定例会
９月２日～９月９日（８日間の会期）

決
算
特
別
委
員
会
報
告

監
査
委
員
決
算
審
査
報
告

　

９
月
２
日
開
会
初
日
、
本
会
議
に
提

案
さ
れ
た
令
和
３
年
度
境
町
一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
並
び
に
水
道
事
業
会
計

の
決
算
認
定
に
つ
い
て
は
、
委
員
10
名

に
よ
る
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

同
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
９
月
６
日
に
開
催
さ
れ
、

慎
重
に
審
査
を
し
た
結
果
い
ず
れ
の
会

計
と
も
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
、

９
月
９
日
の
本
会
議
に
お
い
て
委
員
長

報
告
の
と
お
り
全
会
一
致
を
も
っ
て
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
26
日
㈭
・
８
月
25
日
㈭
に
、
令

和
３
年
度
境
町
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
７
件
並
び
に
水
道
事
業
会
計
に
つ
い

て
の
審
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
つ
い

て
山
本
監
査
委
員
よ
り
次
の
と
お
り
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

○
一
般
会
計

　

歳
入
財
源
は
、
前
年
度
よ
り
交
付
税

収
入
等
が
増
額
と
な
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
と
し
て

活
用
し
た
負
担
金
補
助
金
、
地
方
創
生

拠
点
整
備
交
付
金
等
の
増
収
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
財
源
を
活
用
し
た
施
策
・
事

業
を
効
果
的
に
実
施
し
た
結
果
で
あ
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
実

施
し
て
い
る
よ
う
に
、
国
・
県
補
助
金
、

基
金
等
の
財
源
を
組
み
合
わ
せ
、
極
力

町
の
負
担
を
軽
減
す
る
取
組
が
伺
え
、

順
調
に
執
行
さ
れ
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
町

づ
く
り
の
た
め
の
事
業
を
展
開
し
て
行

財
政
運
営
に
努
め
ら
れ
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。

○
特
別
会
計

　

独
立
採
算
制
の
原
則
に
則
っ
て
財
源

確
保
の
た
め
の
徴
収
率
向
上
に
努
め
ら

れ
た
い
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、

国
保
加
入
者
数
、
国
保
税
収
入
が
減
と

全議案・原案可決

決算特別委員会を進行する
木村　信一 委員長

な
っ
た
も
の
の
、
保
険
者
努
力
支
援
金

等
の
獲
得
に
よ
り
、
順
調
に
業
務
が
遂

行
出
来
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域

支
援
事
業
交
付
金
等
を
活
用
し
た
介
護

予
防
事
業
を
実
施
し
て
、
給
付
費
の
削

減
に
努
め
基
金
の
積
立
を
行
う
な
ど
、

順
調
に
業
務
が
遂
行
出
来
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
。

　

下
水
道
事
業
や
農
業
集
落
排
水
事
業

に
つ
い
て
も
、
処
理
場
等
の
老
朽
化
に

伴
い
整
備
件
数
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
処
理
施
設
の
最
適
整
備
構

想
化
計
画
に
基
づ
き
、
効
率
的
な
整
備

に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

今
後
の
行
財
政
運
営
に
当
た
っ
て
は
、

よ
り
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
実
施
に
努

め
、
多
様
化
し
て
い
る
住
民
ニ
ー
ズ
や

社
会
情
勢
に
順
応
し
た
事
業
等
を
計
画

的
に
実
施
し
て
い
く
よ
う
望
む
も
の
で

あ
る
。

　

水
道
事
業
で
は
、
当
期
純
利
益
は
過

去
20
年
で
最
大
と
な
る
が
、
反
面
老
朽

化
に
よ
る
修
繕
費
等
の
増
加
が
懸
念
さ

れ
る
こ
と
か
ら
計
画
的
な
修
繕
に
務
め

ら
れ
た
い
。

　

今
後
は
、
人
口
減
少
に
伴
う
収
益
減

が
予
想
さ
れ
る
な
か
、
計
画
的
に
設
備

投
資
を
行
い
、
安
心
・
安
全
に
利
用
で

き
る
水
道
水
の
安
定
供
給
を
図
ら
れ
る

よ
う
要
望
す
る
。

　令和４年第３回定例会におきましては、一般質問の一人当たりの持ち時間を通常の最大60
分で実施し、議場傍聴につきましても、感染予防対策をお願いしたうえで、人数を先着25名
に制限させていただき、実施いたしました。
　住民の皆様には、ご理解ご協力を賜り、改めて深く感謝申し上げます。
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坂東市外２か町公平委員会

歳入 122万9,273円

歳出 27万824円

住宅事業

歳入 1億8,966万2,418円

歳出 1億7,933万814円

国民健康保険事業

歳入 27億5,175万2,078円

歳出 27億374万6,647円

後期高齢者医療事業

歳入 4億9,410万9,316円

歳出 4億9,205万7,026円

介護保険事業

歳入 20億9,568万6,378円

歳出 19億7,571万656円

公共下水道事業

歳入 7億8,633万9,391円

歳出 7億7,733万5,721円

農業集落排水事業

歳入 2億4,209万8,302円

歳出 2億3,009万7,400円

水道事業

収益的支出 5億4,602万4,907円

資本的支出 6,762万4,209円

歳　
　

入

歳　
　

出

令和３年度　各種会計決算状況

町税 36億495万6,379円

地方譲与税 1億3,211万7,000円

利子割交付金 182万2,000円

配当割交付金 1,740万7,000円

株式等譲渡所得割交付金 2,074万3,000円

法人事業税交付金 4,609万7,000円

地方消費税交付金 5億8,233万3,000円

ゴルフ場利用税交付金 327万7,120円

環境性能割交付金 1,141万6,000円

地方特例交付金 4,737万3,000円

地方交付税 19億9,654万6,000円

交通安全対策特別交付金 285万5,000円

分担金及び負担金 1億4,668万578円

使用料及び手数料 2,879万2,778円

国庫支出金 29億9,921万5,973円

県支出金 7億5,810万5,272円

財産収入 1,335万3,050円

寄付金 51億1,249万3,775円

繰入金 49億9,395万4,969円

繰越金 5億4,144万7,320円

諸収入 1億1,488万2,352円

町債 12億511万7,000円

計 223億8,098万5,566円

議会費 9,961万3,137円

総務費 58億2,357万9,122円

民生費 38億8,942万6,762円

衛生費 9億9,722万5,065円

労働費 2,084万5,077円

農林水産業費 4億1,411万332円

商工費 2億7,551万4,448円

土木費 15億599万4,657円

消防費 4億7,585万4,157円

教育費 11億5,674万2,273円

災害復旧費 1,430万7,700円

公債費 9億8,319万2,046円

諸支出金 53億7,972万9,978円

予備費 0円

計 210億3,613万4,754円

一　般　会　計 特　別　会　計
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会　　計 予算現額 補正額 補正後の金額
一般会計(議案第56号) 161億7,894万円 26億661万円 187億8,555万円

一般会計(議案第64号) 187億8,555万円 3,258万円 188億1,813万円

特
別
会
計

住宅事業(議案第57号) 3億7,850万円 1億5,953万円 5億3,803万円

国民健康保険事業(議案第58号) 27億4,639万円 4,817万円 27億9,456万円

介護保険事業(議案第59号) 19億4,592万円 1億2,008万円 20億6,600万円

公共下水道事業(議案第60号) 7億8,101万円 1,458万円 7億9,559万円

農業集落排水事業(議案第61号) 2億2,914万円 350万円 2億3,264万円

補正予算関係 令和４年度境町各種会計補正予算

各議案等審議結果

議案番号 議案名 議決年月日 議決結果

報告第６号 令和３年度境町財政健全化判断比率の報告について － －

報告第７号 令和３年度境町公営企業資金不足比率の報告について － －

報告第８号 令和３年度境町継続費精算報告について － －

議案第53号
境町議会議員及び境町長の選挙における選挙運動の公費負担
に関する条例の一部を改正する条例案について

令和4年9月9日 原案可決

議案第54号
境町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例案
について

令和4年9月9日 原案可決

議案第55号
境町パートタイム会計年度任用職員の報酬，期末手当及び費
用弁償に関する条例の一部を改正する条例案について

令和4年9月9日 原案可決

議案第62号 財産の取得について 令和4年9月2日
即　　日
原案可決

議案第63号 町道路線の廃止について 令和4年9月9日 原案可決

請願第１号
教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政府
予算に係る意見書採択を求める請願

令和4年9月9日 採択

発議第２号 境町議会決算特別委員会の設置について 令和4年9月2日
即　　日
原案可決

発委第１号
教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度堅持に係る意見
書案

令和4年9月9日
即　　日
原案可決

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
議

会
の
意
見
を
求
め
ら
れ
、
全
会
一
致
で

適
任
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

〇
境
町
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
議

会
の
同
意
を
求
め
ら
れ
、
全
会
一
致
で

即
日
原
案
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

境町大字内門

渡邉　弘秋 氏

境町大字塚崎

齊藤　恭子 氏

境町大字染谷

斉藤　政雄 氏

人 

事 

案 

件
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Q　
現
在
、
当
町
が
実
施
し
て
い
る

農
業
振
興
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

A　
町
と
し
て
は
、「
儲
か
る
農
業
」

を
目
指
し
、
農
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
お

よ
び
高
付
加
価
値
化
に
取
り
組
ん
で
き

た
と
こ
ろ
。
具
体
的
に
は
、
麗
澤
大
学

と
提
携
し
た
猿
島
茶
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に

よ
り
リ
ッ
ツ
カ
ー
ル
ト
ン
（
ホ
テ
ル
）

で
取
り
扱
わ
れ
た
り
、
舞
台
フ
ァ
ー
ム

と
連
携
し
「
パ
ッ
ク
ラ
イ
ス
」
を
生
産

し
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
出
品
し
好
評
を

得
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
町
が
生
産
者

か
ら
通
常
の
コ
メ
価
格
の
倍
で
の
買
い

上
げ
を
実
現
し
た
り
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
葉
タ
バ
コ
生
産
者
の
廃
作
に

伴
い
、
３
・
４
ha
に
サ
ツ
マ
イ
モ
を
作

付
け
い
た
だ
き
、
さ
か
い
ま
ち
づ
く
り

公
社
が
全
量
買
い
上
げ
る
等
、
農
家
の

安
定
収
入
と
な
る
こ
と
に
加
え
、
ふ
る

さ
と
納
税
で
も
人
気
の
あ
る
干
し
芋
の

産
地
化
を
目
指
し
た
い
。

　

学
校
給
食
の
材
料
の
地
産
地
消
を
推

進
し
、
年
平
均
50
％
の
地
場
産
食
品
を
使

用
し
て
お
り
、
使
用
率
は
県
下
５
位
で
あ

る
こ
と
や
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
の
廃
棄
64

ト
ン
に
際
し
て
は
、
近
隣
市
と
同
額
と
な

る
よ
う
補
助
を
行
う
等
、
農
家
の
支
援
を

引
き
続
き
行
っ
て
参
り
た
い
。

（
建
設
農
政
部
長
）

Q　
男
性
用
ト
イ
レ
の
個
室
に
、
サ

ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
（
汚
物
入
れ
）
を

設
置
す
る
動
き
が
各
地
の
自
治
体
や
商

業
施
設
で
広
が
っ
て
い
る
が
、
当
町
の

取
組
に
つ
い
て
。

A　
男
性
用
ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す
る
動
き
が
全
国
的

に
進
ん
で
い
る
が
、
境
町
で
は
病
院
を

始
め
商
業
施
設
に
も
今
ま
で
要
望
も
な

く
、設
置
が
さ
れ
て
い
な
い
。今
後
は
、

医
療
機
関
、
医
師
会
、
議
会
と
も
相
談

し
て
町
全
体
と
し
て
共
有
し
て
研
究
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

(

町
長
・
総
務
部
長
）

男
性
用
ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
に
つ
い
て

生
産
資
材
高
騰
等
に
か
か
る

農
家
支
援
に
つ
い
て

議
席
10
番

田
山　

文
雄　

議
員

議
席
２
番

染
谷　

直
人　

議
員

Q　
住
民
か
ら
の
身
近
な
相
談
に
応

え
ら
れ
る
た
め
に
も
、
消
費
者
相
談
窓

口
の
更
な
る
充
実
が
必
要
で
あ
る
と
思

う
が
、
当
町
の
取
組
に
つ
い
て
。

A　
境
町
で
は
、
今
ま
で
毎
月
第
4

木
曜
日
の
月
１
回
で
あ
っ
た
が
、
７
月

か
ら
県
の
相
談
員
の
リ
モ
ー
ト
相
談
で

月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
毎
日
相
談
が
受
け

ら
れ
る
体
制
が
で
き
た
。
９
月
か
ら
は

県
か
ら
相
談
員
を
派
遣
し
て
も
ら
い
第

２
、
第
４
木
曜
日
は
対
面
で
の
相
談
が

出
来
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
今
後
は
、

県
西
地
域
の
３
町
で
１
人
相
談
員
を
雇

う
な
ど
近
隣
と
も
相
談
し
て
出
来
な
い

か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

(

町
長
・
秘
書
公
室
長
・
参
事
兼
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
長
）

消
費
者
セ
ン
タ
ー
の

相
談
窓
口
に
つ
い
て

一 般 質 問一 般 質 問

４人の議員が登壇しました

１番　議席10番　田山　文雄　議員
 ⑴ 消費者センターの相談窓口について
 ⑵ 男性用トイレにサニタリーボックスの設置について

２番　議席２番　 染谷　直人　議員
　⑴ 生産資材高騰等にかかる農家支援について

３番　議席１番　 佐怒賀　康輔　議員
 ⑴ 姉妹都市等との今後の取組について
 ⑵ さかエール!!Payについて

４番　議席３番　 枝　史子　議員
 ⑴「５歳児健診等」について
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Q　
国
に
よ
る
緊
急
対
策
（
肥
料
価

格
高
騰
対
策
）
が
措
置
さ
れ
た
も
の

の
、
農
家
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
、

厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
自
治
体
が
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
独
自
に
農

家
支
援
を
行
う
事
例
も
見
受
け
ら
れ

る
。
政
府
は
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の

増
額
を
検
討
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
今
後
、
同
交
付
金
が
増
額
さ
れ

た
場
合
の
当
町
の
活
用
の
考
え
方
を
伺

い
た
い
。

A　
今
後
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

に
関
し
て
は
、
情
報
収
集
を
行
い
つ

つ
、
先
進
事
例
や
県
内
市
町
村
の
動
向

を
鑑
み
、
農
業
経
営
の
影
響
緩
和
に
つ

い
て
、
今
後
検
討
し
て
参
り
た
い
。
た

だ
し
、
１
事
業
者
だ
け
で
は
な
く
、
影

響
を
受
け
る
す
べ
て
の
業
種
を
対
象
に

必
要
な
支
援
を
行
え
る
よ
う
に
し
た

い
。
そ
の
間
の
緊
急
対
策
と
し
て
、「
さ

か
エ
ー
ル
‼ P
a
y
」
を
商
工
業
者

お
よ
び
農
業
事
業
者
を
対
象
に
、
上
限

20
万
円
（
プ
レ
ミ
ア
ム
率
25
％
）
を
販

売
し
た
い
。

　
（
春
先
の
肥
料
・
資
材
高
騰
等
の
懸

念
も
あ
る
と
の
再
質
問
に
対
し
）
当
町

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
が
好
調
で
あ
る
た

め
、
こ
う
い
っ
た
臨
時
交
付
金
が
な
く

と
も
、
議
会
と
相
談
し
、
町
民
の
皆
さ

ん
全
員
が
ふ
る
さ
と
納
税
の
恩
恵
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
な
支
援
を
行
い
、
境
町

に
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
境
町
だ
っ
た
か

Q　
ホ
ノ
ル
ル
市
、
マ
リ
キ
ナ
市
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
共
和
国
と
の
今
後
の
交

流
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
予
定
を
し
て

い
る
の
か
。

A　
ホ
ノ
ル
ル
市
と
は
ビ
ジ
ネ
ス
面

に
お
い
て
も
物
産
品
の
や
り
と
り
等
を

検
討
の
他
、
境
町
ウ
ィ
ー
ク
の
再
開
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交
流
事
業
な
ど
を
予
定

し
て
い
る
。

　

マ
リ
キ
ナ
市
に
は
消
防
車
、
救
急
車

を
寄
贈
し
た
が
、
今
後
も
災
害
に
対
す

Q　
３
歳
児
健
診
か
ら
就
学
時
健
診

ま
で
の
空
白
期
間
を
埋
め
る
「
５
歳
児

健
診
」が
、全
国
的
に
広
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
５
歳
児
健
診
に
よ
り
、
定
期
的
な

健
康
観
察
が
で
き
る
他
、
い
わ
ゆ
る
発

達
障
害
の
早
期
発
見
が
期
待
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
健
診
の
実
施
は
、
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
育
ち
に
つ
な
が
る

と
考
え
ら
れ
る
。
境
町
で
は
実
施
さ
れ

て
い
な
い
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
町
の
見

解
を
問
う
。

A　
現
在
、
５
歳
児
健
診
を
県
内
で

実
施
し
て
い
る
の
は
３
自
治
体
。
他

に
、
５
歳
児
相
談
会
や
訪
問
相
談
等
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
４
自
治
体
あ

る
。

Q　
現
在
の
販
売
額
及
び
今
後
の
展

開
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

A　
現
時
点
で
約
５
千
万
円
分
を
販

売
済
み
で
あ
り
、
当
初
の
見
立
て
通
り

販
売
額
は
１
億
円
程
度
に
着
地
す
る
と

予
想
。
今
回
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
の
紐

付
け
も
あ
り
町
民
限
定
で
の
販
売
と

な
っ
た
が
、
今
後
は
需
要
な
ど
を
加
味

し
つ
つ
外
部
か
ら
の
訪
問
客
向
け
に
も

販
路
を
広
げ
て
い
く
こ
と
を
検
討
中
。

（
町
長
・
秘
書
公
室
長
）

姉
妹
都
市
等
と
の
今
後
の

取
組
に
つ
い
て

「
５
歳
児
健
診
等
」に
つ
い
て

さ
か
エ
ー
ル
‼
P
a
y

に
つ
い
て

ら
支
援
を
受
け
ら
れ
た
と
い
う
好
循
環

を
作
っ
て
参
り
た
い
。

（
町
長
・
建
設
農
政
部
長
）

議
席
１
番佐

怒
賀　

康
輔　

議
員

議
席
３
番

枝　

史
子　

議
員

る
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
と
共
に
、
A
L
T

の
先
生
以
外
に
も
雇
用
面
で
両
者
の
メ

リ
ッ
ト
に
な
る
よ
う
な
取
り
組
み
も
検

討
し
た
い
。

　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
共
和
国
と
は
文
化
交

流
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
に
加
え
て
、
自
治

体
と
国
と
の
交
流
で
は
な
く
自
治
体
同

士
で
の
交
流
が
で
き
な
い
か
を
検
討
。

（
町
長
・
秘
書
公
室
長
・
企
画
部
長
・

危
機
管
理
部
長
）
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会　計 予算現額 補正額 補正後の金額

一般会計（議案第51号） 145億8,491万円 15億9,403万円 161億7,894万円

令和４年 第４回臨時会
８月４日（１日間の会期）

補正予算関係

議案番号 議案名 議決年月日 議決結果

議案第50号 境町世界大会等誘致推進基金条例の制定について 令和4年8月4日 即日原案可決

議案第52号 工事請負契約の締結について 令和4年8月4日 即日原案可決

各議案等審議結果

　

猿
島
郡
医
師
会
か
ら
は
「
ほ
と
ん
ど

の
子
ど
も
が
幼
稚
園
・
保
育
園
に
通
っ

て
い
る
現
状
を
み
る
と
、
保
健
師
や
心

理
士
に
よ
る
訪
問
発
達
相
談
を
利
用
し

な
が
ら
、
幼
・
保
と
連
携
し
、
必
要
な

支
援
に
つ
な
げ
て
い
け
ば
良
い
の
で
は

な
い
か
。」
と
の
見
解
も
あ
っ
た
が
、

い
わ
ゆ
る
発
達
障
害
の
早
期
発
見
だ
け

で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
環
境
の

把
握
と
い
っ
た
点
も
考
え
る
と
、
５
歳

児
健
診
は
有
意
義
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　

た
だ
、
実
施
の
し
や
す
さ
を
鑑
み
る

と
、「
健
診
」
ま
で
は
い
か
な
く
と
も
、

「
相
談
会
」
と
い
う
場
を
年
に
数
回
設

け
て
来
て
い
た
だ
く
と
い
う
形
も
、
検

討
に
値
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、「
や
ら
な
い
」
と

い
う
の
で
は
な
く
、「
境
町
に
と
っ
て
、

ど
の
よ
う
な
方
策
な
ら
実
際
に
で
き
て

続
け
ら
れ
る
か
」、
そ
し
て
、
ど
う
す

れ
ば
親
御
さ
ん
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
か
、
子
ど
も
た
ち
が
救
わ

れ
る
か
を
考
え
、
し
っ
か
り
と
調
査
研

究
を
し
て
い
き
た
い
。

（
町
長
・
町
民
生
活
部
長
）

○
議
会
運
営
委
員
に
欠
員
が
生
じ
ま
し

た
の
で
、
染
谷
直
人
議
員
が
後
任
の
委

員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

○
令
和
３
年
６
月
６
日
執
行
の
境
町
議

会
議
員
一
般
選
挙
に
お
い
て
、
公
職
選

挙
法
第
95
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、

当
選
人
と
な
ら
な
か
っ
た
飯
田
進
氏
が
、

公
職
選
挙
法
第
112
条
第
５
項
の
規
定
に

よ
り
、
令
和
４
年
９
月
15
日
の
選
挙
会

に
お
い
て
当
選
人
と
定
め
ら
れ
、
令
和

４
年
９
月
15
日
か
ら
境
町
議
会
議
員
に

繰
上
補
充
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
常
任
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
教

育
福
祉
常
任
委
員
会
の
所
属
と
な
り
ま
す
。

染谷　直人 議員飯田　進 議員

議
会
運
営
委
員
の
選
任

境
町
議
会
議
員
の
繰
上
補
充

臨
時
会
関
係
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８
月
８
日
か
ら
８
月
10
日
に
、

境
町
と
姉
妹
都
市
で
あ
る
フ
ィ
リ

ピ
ン
共
和
国
マ
リ
キ
ナ
市
に
お
い

て
、
救
急
車
の
寄
贈
式
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
に
は
消
防
自
動
車
を

寄
贈
し
て
お
り
、
今
回
も
緊
急
時

に
医
療
現
場
か
ら
病
院
施
設
へ
の

患
者
搬
送
等
に
活
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
約
三
年
ぶ
り
に
訪
問
し
、

寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
更
な
る
友
好
関
係
の

深
化
に
む
け
尽
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

来
年
４
月
の
開
業
に
向
け
、

(

仮
称)

医
療
施
設
工
事
起
工
式

【
小
児
専
門
病
院
】
が
８
月
30
日

に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
９
月
28
日
に
は
、
定
住
促

進
事
業
と
し
て
町
が
進
め
て
い
る

P
F
I
方
式
の
第
５
期
境
地
区
定

住
促
進
住
宅
の
起
工
式
が
挙
行
さ

れ
、
９
月
29
日
に
は
、(

仮
称)

境

町
ブ
ラ
ン
ド
研
究
開
発
拠
点
施
設

及
び(
仮
称)
境
町
地
域
産
業
研
究

開
発
拠
点
施
設
の
起
工
式
、
並
び

に(

仮
称)

D
P
L
境
古
河
新
築
工

事
地
鎮
祭
が
そ
れ
ぞ
れ
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
雇

用
創
出
に
繋
が
る
事
業
の
推
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

須
藤
信
吉
議
員(

76
歳)

が
、

去
る
８
月
28
日
に
ご
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。

　

須
藤
信
吉
議
員
は
境
町
議
会

議
員
と
し
て
、
平
成
17
年
７
月

３
日
か
ら
17
年
間
の
永
き
に
わ

た
り
、
副
議
長
、
監
査
委
員
、

教
育
福
祉
常
任
委
員
長
、
総
務

建
設
農
政
常
任
委
員
長
、
財
団

法
人
開
発
公
社
理
事
、
土
地
開

発
公
社
理
事
を
歴
任
し
、
境
町

の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
ら
た
め
て
生
前
の
ご
功
績

に
対
し
、
敬
意
と
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
謹
ん
で

哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

９
月
20
日
に
東
京
都
シ
ェ
ー
ン

バ
ッ
ハ･

サ
ボ
ー
に
お
い
て
、
全

国
町
村
議
会
議
長
会
主
催
に
よ
る

「
令
和
４
年
度
町
村
議
会
広
報
研

修
会
」
が
開
催
さ
れ
、
全
国
の
議

会
広
報
編
集
委
員
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

広
報
編
集
委
員
会
で
は
、
こ
れ

か
ら
も
住
民
の
皆
様
に
議
会
活
動

へ
の
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
親
し
み
や
す
い
広
報
誌
の
制

作
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

マ
リ
キ
ナ
市
救
急
車
寄
贈
式

境
町
施
設
の
起
工
式
及
び

地
鎮
祭

全
国
町
村
議
会
広
報
研
修
会

境
町
議
会
議
員
の
訃
報

議 

会 

活 

動

委 員 長　枝　　史子　　委　　員　渡邊　　昇

副委員長　染谷　直人　　委　　員　青木　輝明

編集発行：茨城県境町議会広報編集委員会

(仮称)医療施設工事起工式

(仮称 )DPL 境古河新築工事地鎮祭
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